
嘉
瀬
川
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
２
０
年
前

か
ら(

嘉
瀬
川
ダ
ム
は
建
設
１
０
周
年
と

な
っ
た)

、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
片
手
に
環

境
巡
視
や
観
察
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
で

は
ダ
ム
管
理
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
定
期
的
に

ダ
ム
ま
わ
り
の
環
境
の
状
況
や
変
化
な
ど

を
報
告
し
て
い
る
。

「
自
然
は
と
て
も
素
直
。
僕
の
記
録
が
役

に
立
て
る
の
は
も
の
す
ご
く
嬉
し
い
。
」

と
話
す
背
景
に
は
、
水
没
地
域
の
自
然
や

伝
統
的
な
文
化
と
い
う
『
財
産
』
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
う
気

持
ち
が
あ
る
そ
う
だ
。

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
戻
ら
な

い
が
、
残
さ
れ
た
も
の
を
ダ
ム
モ
ニ
タ
ー

と
い
う
活
動
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
も
守
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
。

「
電
気
や
ガ
ス
は
大
変
便
利
で
電
気
屋
で
あ
る
こ

と
を
誇
り
に
思
う
が
た
だ
そ
れ
だ
け
を
頼
り
に
す
る

の
で
は
な
く
、
足
元
を
し
っ
か
り
と
見
て
ほ
し
い
」

と
鳥
谷
さ
ん
は
繰
り
返
し
話
す
。

無
駄
な
も
の
は
何
も
な
く
、
き
っ
と
そ
こ
に
は
大

切
な
も
の
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
る
。
火
の
お
こ
し

方
や
お
湯
の
沸
か
し
方
な
ど
、
原
点
に
返
っ
て
考
え

る
こ
と
が
災
害
時
の
『
生
き
る
知
恵
』
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
い
う
。

好
奇
心
と
探
究
心
。
博
識
な
鳥
谷
さ
ん
の
原
動
力

は
そ
こ
に
あ
り
、
そ
の
目
は
少
年
の
よ
う
に
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
き
続
け
て
い
る
。

鳥谷電器
〒840-0501
佐賀県佐賀市富士町古湯７７５
0952‐58‐2215

※ダム管理モニター 国土交通省が各メディアへ発
信する河川やダムの防災情報や河川環境・河川利
用情報に対する評価、提言。

▲作業所にあるものはほぼ自作とのこと!

鳥
谷
さ
ん
は
富
士
町
産
の
木
材
や
ダ
ム
の

流
木
な
ど
を
使
っ
て
、
様
々
な
工
芸
品
を
制

作
し
て
い
る
。
行
灯
や
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
と

い
っ
た
灯
り
を
と
も
す
も
の
だ
け
で
な
く
お

ち
ょ
こ
や
お
箸
な
ど
食
卓
に
並
ぶ
よ
う
な
身

近
な
も
の
ま
で
、
杉
や
竹
な
ど
自
然
素
材
を

使
っ
て
制
作
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
昔
の
人

の
知
恵
や
技
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
よ
り

磨
き
が
か
か
る
と
い
う
。
作
品
を
一
つ
一
つ

紹
介
し
な
が
ら
、
「
人
が
し
な
い
よ
う
な

『
新
し
い
』
も
の
を
作
る
の
が
生
き
が
い
で

す
」
と
誇
ら
し
げ
に
話
す
。

（上）自生するマコモダケの生態を説明中。
（下左）カミキリムシの幼虫。何と食べられるそう！
（下右）ダム周辺の観察をすることが日課であり

季節ごとの変化が楽しみだという。
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▲自作の竹細工の仕掛けを
誇らしげに話す鳥谷さん。

中
学
校
卒
業
と
同
時
に
電
気
工
事
の
仕
事
に

就
い
て
約
７
０
年
。
２
７
歳
の
時
に
地
元
・
富

士
町
で
独
立
し
、
「
ま
ち
の
電
気
屋
さ
ん
」
と

な
っ
た
鳥
谷
信
明
さ
ん
。

幼
い
頃
か
ら
ラ
ジ
オ
組
立
や
修
理
な
ど
が
好

き
だ
っ
た
鳥
谷
さ
ん
。
「
人
が
や
ら
な
い
事
を

や
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
『
電
気
』
と
い

う
目
に
見
え
な
い
『
未
知
』
の
も
の
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
。
電
気
を
引
く
た
め
の
鉄
塔
や
電

線
工
事
に
魅
力
を
感
じ
、
地
域
に
住
む
様
々
な

人
の
た
め
に
仕
事
を
続
け
て
き
た
と
い
う
。

８
４
歳
の
現
在
も
「
ま
ち
の
電
気
屋
さ
ん
」

で
在
り
続
け
、
地
元
の
人
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
は
迅
速

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
た
め
、
地
元

の
人
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

あなたに知ってほしい富士町と嘉瀬川ダムの魅力を発信！

晴天の嘉瀬川ダム(令和３年3月)

▲菊の花モチーフの行灯。
手彫りだというから驚きだ！

▲就職した当時の鳥谷さん。嬉野市での現場。
鉄塔に上って作業した日を昨日のように覚えているそう。

▲古湯温泉石畳にある竹細工の花壇。
”映え”スポットだと好評

▲30年分の嘉瀬川ダム周辺の観察記録。クロシジミやサンショウウオの写真も残されている。

嘉瀬川ダム利活用推進協議会
責任者 山口澄雄

新
緑
が
芽
吹
く

季
節
と
な
り

山
々
は

“
冬
の
白
”
か
ら

“
春
の
緑
”
へ

衣
替
え
し
、

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を

迎
え
ま
し
た
。

今
回
の
ダ
ム
カ
ツ
で
は

富
士
町
で
の

新
た
な
ス
タ
ー
ト
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
を

取
材
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
読
め
ば

元
気
に
な
る
こ
と

間
違
い
な
し
！



喫茶と洋裁と古道具のお店

oriori

眺望を活かしたカフェ席と
ノスタルジックな店内は
長居してしまう心地よさ

洋裁は奥様の担当
専用のアトリエもあり、

お直しや持込でのオーダーも可

絶景を眺めながらいただく
スコーンセット

贅沢な気持ちになります

ポットで提供してくれる紅茶は
ますますおいしく感じます

小さな雑貨や展示されている
家具・照明は全て購入可能。
運命の出会いができるかも！

ダムカツに全力投球します！！
令和3年度から佐賀河川事務所へ赴任し、このたびダムカツの編

集員に加わりました瀧川です。地元である佐賀へ戻り、再度ダム
事業のお仕事をさせて頂くことになったことを大変嬉しく思って
おります。
さて、富士町の魅力や嘉瀬川ダムと関わりのある人達を紹介し

ている『ダムカツ』ですが、本紙は沢山の方々の協力のもとで出
来ております。１日の取材時間が半日になることや、営業時間内
に取材をさせて頂くこともあり、申し訳なく思う反面、富士町の
方々の暖かいお心遣いやみんなで地域を盛り上げていこうという
気持ちが伝わってきます。これからも沢山の方に読んでもらい、
色々な方が富士町に訪れてもらえるようダムカツに全力投球！！
していきたいと思います。（笑）

ダムカツ編集部 瀧川 健一
【趣味】DIY、スポーツ観戦【富士町の好きな所】気軽に利用できる足湯

▲250インチの大型スクリーンを備えた恩返しルーム。

貸切で好きな映画やスマホに保存された写真を映し出すことができます。

そして新たな楽しみ方はこれ！

写真50枚で5分間（BGM1曲）、100枚で10分間の思い出映像スライドショーを作成して

鑑賞できる「恩返しプラン」。1カ月前までに写真データを提供するとお宿で作成も可。

お祝い事やプレゼントにも最適。

創業60年を迎えた、鶴の恩返しよみがえりの宿鶴霊泉。

歴史あるお宿の新たな楽しみ方を紹介します。

▲岩盤から湧き出る源泉は、砂が

敷かれた全国でも珍しい砂湯で

楽しめる。ぬる湯とあつ湯交互に

入ればデトックス効果も抜群！

▲ツインベッドのある和室とソファのある2間続きの和室をつなぐ広々としたウッドデッキ。

「私たちだけの空間」でくつろぎの時間を過ごせます。

▲宿泊・立ち寄り湯に利用

できる庭園を眺めながら

お喋りに花が咲きます。

鶴霊泉は「恩返しの宿」の名前の通り、

おもてなしはご来館いただいたお客様への恩返しとして、

また、お客様の大切な方への恩返しのお手伝いがしたい。

鶴霊泉のスタッフはそんな思いを常に抱いているため、

きめ細やかなおもてなしを実感することができます。

ご家族やご友人、大切な人を連れて行きたくなる。

そんなお宿です。

鶴の恩返し よみがえりの宿
鶴霊泉
〒840-0501
佐賀市富士町古湯875
TEL 0952-58ｰ2021 
チェックイン：15時～
立寄り湯：11時～15時(14時受付終了)

店主の中島洋志さん・咲希さんご夫妻
東京からI・Jターンしてオープンさせました

古道具屋は2人の夢だったそう！

NEW OPEN!
富士町に新しいお店が２つオープンしました！
店主こだわりのかわいくてすてきなお店。
春のぽかぽか陽気にお出かけしてみよう！

編集後記

oriori
〒840ｰ0501

佐賀市富士町古湯633－1
open 10:00
close 18:00

℡ 090－1360－0952
木曜定休

駐車場 店舗横にあり
instagram oriori.furuyu

自家製チーズを使った料理と
フランス焼菓子のお店

シェ・ハイジ

復刻させた大きな古時計と
オリジナル看板が目印！

オリジナル商品の巾着バッグ
着物や帯を利用した1点もので
丁寧な手仕事を感じられます

シェ・ハイジ
〒840ｰ0532

佐賀市富士町大野468－3
ランチ(土･日･月) ①11:00～

2部制 ②13:00～
焼菓子(金～月) 11:00～売切れまで

℡ 080ｰ1791ｰ7737
駐車場 店舗前にあり

instagram chez.heidi

店主の船津丸有紀さんと
ステファンさんご夫妻
ヤギの看板は

ステファンさんの手作り！

1年半かけて自宅兼店舗を
建設し移転したとのこと
内装は自分たちでDIYし、
あたたかみが感じられます

ランチのメニューは2種類
お野菜のプレートと
お肉のコース
内容は月替わり

一つ一つ丁寧に作られた
お料理たちは

彩りも美しく、絶品！

有紀さん特製の自家製のチーズ
写真はミルン牧場の
ミルクで作られたもの

春からはヤギのチーズも入るそう

焼き菓子作りは
ステファンさん担当
濃厚なバターの風味が
口いっぱいに広がります

飼育しているヤギたちは
春から店舗付近で放牧予定
今年もかわいい赤ちゃんが
生まれたとのこと！

ご紹介いただいた方
鶴の恩返し よみがえりの宿 鶴霊泉

小池典洋さん

LINE公式アカウントで

お得な情報配信中！


